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研究成果の概要（和文）：本研究は、第二言語学習者の言語知識を精査し、中間言語の存在とその特徴を明らか
にすることを目的とする。多くの日本語母語英語学習者が臨界期後に学習を始める英語で、インプットや明示的
な教育には見られない知識を持つかどうかを調査した。教育現場では「文の曖昧さ」は明示的に教えられないた
め、これらが中間言語の証拠となるかを検証した。具体的には、英語の全称量化子と否定辞を含む文や焦点化副
詞「only」を含む文の解釈に焦点を当て、QUD（議論中の質問）によって解釈がどう影響されるかを実験的に調
べた。結果、英語学習者がQUDの影響を受けて文を解釈することが確認され、中間言語の存在を示唆する証拠と
なった。

研究成果の概要（英文）：This study aims to examine the language knowledge of second language 
learners and clarify the existence and characteristics of Interlanguage. I investigated whether 
Japanese native English learners, who start learning English after the critical period, possess 
knowledge that is not found in input or explicit education. Since "sentence ambiguity" is not 
explicitly taught in educational settings, the study investigated whether this could be evidence of 
Interlanguage. Specifically, I focused on the interpretation of sentences containing universal 
quantifier and negation, as well as sentences with the focus operator "only," to look into how 
interpretation is influenced by QUD (Question Under Discussion). The results confirmed that English 
learners interpret sentences under the influence of QUD, providing evidence suggestive of the 
existence of Interlanguage.

研究分野： 言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果は、第二言語習得のプロセスにおいてどのような知識が自然に形成されるかを明らかにする一助と
なりうる。また、文脈が意味解釈に重要な役割を持っている点を明確にしており、今後の第一言語獲得・第二言
語習得の分野において、文脈に着目することにより効果的な実験デザインを提案できる。今回は日本語と英語の
比較であったが、同様の比較を他の言語で検証することの意義を高めると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
外国語学習（第二言語習得）の分野で、「第二言語の知識において、何が第一言語からの転移

（L1 transfer）といえるか、何が学習によるものか、また何が中間言語（interlanguage; Selinker 
1972）としてありうるか？」という議論は重要な問いである。本研究はこの問いに対して、日本
語母語英語学習者と英語母語話者を比較することにより意味論・語用論的観点から一つの回答
を提案する。音韻論や統語論分野における第二言語習得研究は多くなされている一方、形式意味
論や語用論分野では、第二言語習得研究は比較的少数である。本研究を通して、近年特に第一言
語獲得分野や大人の文処理分野で文の理解に大きな影響を与えることが明らかになってきてい
る「議論中の質問（Question under Discussion）」という概念が、第二言語習得にどのように影
響を及ぼしているのかを明らかにすることを目指す。 
 
２．研究の目的 
(1) 
ヒトが第一言語である母語を短期間で習得できる理由について、プラトン以来の議論が続い

ている。20 世紀には、チョムスキーが「文法規則は生得的」と主張し、スキナーの「模倣と学
習」の立場に反論した。1990 年代に第一言語獲得研究が発展し、「何が生得で何が学習か」とい
う議論が進展した。一方、第二言語習得では、普遍文法（UG）へのアクセスが完全か部分的か、
またはそもそも無いかが議論されている。さらに、中間言語の存在も重要な論点であり、日本語
と英語を比較する研究はこの問題を議論するために重要と考える。 
(2) 
本研究は、第二言語学習者の言語知識を母語話者と比較し、中間言語の存在の有無と、存在す

るのであればその特徴を明らかにすることを目指す。多くの日本語母語英語学習者は臨界期後
に英語の学習を始めている。そのような環境で学習された言語において、インプットには見られ
ない・あるいは明示的に教えられるわけではない知識を学習者が持つかどうかを調査する。英語
の文法（統語規則）は学校で教えられるが、意味論分野の知識、特に「文の曖昧さ」については
明示的には教えられることはまれである。臨界期以降に学習された第二言語において中間言語
と思われる知識がみられた場合、これは学校教育によるものではなく中間言語の存在を強く示
唆する証拠となりうる。調査によりこれらを明らかにすることが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
(1) 
本研究は、「文の曖昧さ」についての知識に焦点を当て、特に英語の①全称量化子と否定辞を

含む文の解釈、②焦点化副詞 only を含む二重目的語文、を考察する。 
①の例として「All the horses didn’t jump over the fence.」という文は「一頭も跳ばなかった

(All > Not)」と「全頭が跳んだわけではない(Not > All)」の両方の解釈が可能である。この曖昧
さは文脈や「議論中の質問(QUD)」によって解消される。例えば、「全頭が跳んだのか」という
質問に対する回答なら「全頭が跳んだわけではない(Not > All)」の解釈が好まれる。 
②の例として「Amanda only introduced Beatrice to Claire.」という文は「Beatrice だけを

Claire に紹介した」と「Beatrice を Claire だけに紹介した」の両方の解釈が可能である。この
曖昧さは文を読む際のプロソディや QUD によって解消される。例えば「Amanda は誰を Claire
に紹介したのか」という質問に対する回答なら「Beatrice だけを Claire に紹介した」の解釈が
好まれる。 
一方、日本語では量化子と否定辞を含む文が基本的に曖昧にならず、焦点化副詞を使った文も

曖昧になることはない。本研究は、日本語母語話者が英語の曖昧な文を複数の意味で解釈できる
かを調査する。また、QUD の操作によって解釈が影響されるかどうかも検討する。 
(2) 
本研究は日本語母語英語学習者を対象とした実験を実施することで行った。実験は、前半に英

語の質問・回答のペアを読みその解釈を提示してもらい、後半で英語の能力を測るための C-test 
(Klein-Braley and Raatz, 1984; Klein-Braley, 1985)と会話スキル・語用論スキルを測るアンケ
ート(Horike 1994, Goberis 1999)に回答するという形式であった。英文解釈実験部分は２種類の
被験者間の設問タイプ、すなわち和訳をさせるグループと２種類の解釈を選択肢として与え選
んでもらうグループを用意した。和訳をさせたのは英語の質問・回答ペアを読んだのちの一次的
な解釈を観察するためである。しかし和訳グループからは回答にノイズが生じることが予測さ
れたため、選択肢グループを用意し、回答の比較を行った。選択肢グループでは、ノイズが出な
い一方で、複数の解釈の比較ができるために一時的な解釈とは異なる選択肢を回答する可能性
があった。さらに、設問で解釈が聞かれるのは常に回答部分であるために、QUD を提供し重要
な役割を持つ質問部分を読まないで回答を行う可能性もあった。このような懸念から、和訳グル
ープと選択肢グループのどちらも実験を行うこととなった。 
 



４．研究成果 
(1) 
まず、和訳グループの回答のコーディングを行った。①の全称量化詞と否定辞の文において

は、和訳されたものが曖昧と見なされるためどちらの解釈を行ったか分類ができない回答が一
定数存在したが、②の焦点化副詞の文ではほぼすべての回答の解釈を明確に分類することがで
きた。そのうえで QUD からの予測に沿う回答、予測に反する回答、誤り（例：否定辞が含まれ
る文を肯定文として訳す）に分類した。 

Sugawara (2023)で報告した通り①の和訳グループにおける結果は表のようになった。 
 Not>All ambiguous All>Not Wrong 
“Did all?” 25% 

*Expected 
34.3% 39.5% 1% 

“Did any?” 14.5% 13.5% 67.7% 
*Expected 

4.1% 

 曖昧と見なされた回答については、ほとんどが「すべての N は～しなかった」という構造を
持った文であり、この構造をもつ文に関しては曖昧ではあれど多くの話者が Not>All の解釈を
好むようである。曖昧な解釈を持つ回答の分類が課題として残るが、QUD の違いにより回答の
解釈が異なるという結果となった。選択肢グループの結果を見ると、 “Did all?”の QUD の際の
All>Not 解釈が 48.2%,  “Did any?”の QUD の際の All>Not 解釈が 73.1%となり、統計的な有
意差が認められた。これらの結果により、全称量化詞と否定辞を含んだ英語の文が曖昧であるこ
と、その解釈が QUD の影響を受けることを明示的に学習していない英語学習者においても、
QUD の影響下において英語母語話者と同様の方向に解釈を変えうることが示された。 
(2) 
 Sugawara (2022)で報告した②焦点化副詞の和訳グループにおける結果は表のようになった。 

 Focus on 1st O Focus on 2nd O Focus on V Wrong 
Q about 1st obj 88.5% 

*Expected 
2% 4.1% 5.2% 

Q about 2nd 
obj 

7.2% 71.8% 
*Expected 

6.2% 14.5% 

 二重目的語構文の動詞句前に焦点化副詞 only が現れる際に解釈が曖昧となること、その解釈
が QUD の影響を受けることを明示的に学習していない英語学習者においても、QUD の影響下
において英語母語話者と同様の方向に解釈を変えることができると示された。 
選択肢グループにおける予測された回答の割合は、第一目的語についての質問に対して第一

目的語に焦点を当てた解釈が 95.4%であり、第二目的語についての質問に対して第二目的語に
焦点を当てた解釈が 53.7%となった。選択肢グループの結果においては第二目的語の質問に対
して第二目的語に焦点を当てた回答の割合が和訳グループと比べて著しく低い結果となった。
この結果により、選択肢グループは設問の質問部分を読まずに回答をしていた被験者が一定数
存在したのではないかとの示唆を得た。 
(3) 
 今回の実験で同時に実施した C-test や会話スキルアンケートの結果と、予測通りの回答の割
合についてはごく小さな相関が見られたのみであった。QUD への敏感さが英語能力や会話スキ
ルとは異なる部分と相関しているのか、または今回のテストやアンケートでは十分にその特徴
をとらえきれなかったのかは議論の余地があり、今後の研究課題となる。 
(4) 
 日本語における①全称量化詞と否定辞の文や②焦点化副詞「だけ」「しか～ない」を使った文
は基本的に曖昧ではない。しかし①の場合にはプロソディを用いて複数の解釈を導くことがで
きる。②の場合には未就学児には大人とは異なる解釈を好む、あるいは曖昧性のある文ととらえ
られている傾向がある。日本語母語話者の幼児が、ターゲット言語である母語における解釈の範
疇でどのような発達をみるのかを調査するため、①や②を異なるプロソディや異なる QUD と共
に提示し解釈をさせる実験も実施した(Sugawara submitted)。 
(5) 
2023 年 6 月には、外部より講師を招いて焦点についての公開講演をしていただき、30 名程の参
加者と意見交換を行った。 
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